
◎いわゆる「小１プロブレム」解消に向けて 
 
 １. 幼保小連携の活性化 
         
  ・互恵性のある交流活動の実施 
   
  ・無理や無駄のない指導計画の作成 
   
  ・教職員の交流（永福小学校の教員を保育園 
   へ派遣しての「一日保育士研修」の実施） 
  
 ２. 円滑な小学校生活に向けた取組み 
 
  ・「幼稚園指導要録」活用の充実 
 
  ・就学前健診の改善と工夫 
 
  ・ヒアリングの徹底 
 
  ・保護者との信頼関係の構築 
   （入学前相談の理解周知と実施） 
             
          合理的で柔軟な学級運営へ 



子供に絵を見せながら… 



     児童対応記録のねらい 
 
 〇 問題行動を起こす背景の分析（問題行動 

       に至った経緯やトリガーの振り返り） 
 

 〇 当該児童と関わった教職員自身の言動の 

   振り返り 
 

 〇 当該児童と関わる全教職員への留意 

   〇 当該児童の自己肯定感の向上 
 

 〇 当該児童を取り囲む児童集団へのモデル 

   の提示 

   〇 円滑な学級運営・授業展開 

 



「保護者対応」に係る職員研修のねらい 

〇 信頼される学校づくりの推進（「改善（＝変化）」の「期待」への変換） 

〇 開かれた学校づくりの推進 

〇 クレームに繋がる事案の理解と整理（共通認識の向上） 

〇 保護者側の「当事者意識」の涵養 

〇 初期対応の絶対的有効性の理解 

 （通常業務の円滑な推進） 

〇 組織の一員としての教員の柔軟な 

  対応力の向上 

〇 「相談事案の解決」による支持の獲得 

〇 保護者からの「相談」を活かした 

    更なる業務改善の推進     

「東京都公立学校教員勤務実態調査」（平成30年2月8日都教委） 

小学校・副校長の業務内容別業務時間 

副校長の校務軽減にも資する 









手 順 内   容 1学期 2学期 3学期 

①各自入力 
全項目の中で必要に応じて、成
果と課題・改善案について記入
する。 

６月 ７日（金） 
～ 

7月１４日（木） 

１２月 １日（金） 
～ 

１２月２０日（木） 

２月１４日（木） 
～ 

２月２３日（木） 

②分掌会議 
で検討 

  

個人が記入した内容について分
掌で検討し、部会案をまとめる。

分掌で設定 １月９日（火） １月２７日（火） 

③管理職へ 
   

部会案を起案し、管理職に検討
していただく。 

８月 １日（火） １月１７日（水） ３月 １日（木） 

④企画会議で
検討 

課題について再検討しまとめる。 ８月２９日（火） １月２２日（月） ３月１２日（月） 

⑤職員周知 
部会案を部長が提案し、職員に
周知する。 

９月 ６日（木） 
職員会議 

１月２４日（水） 
職員会議 

３月１４日（水） 
職員会議 

学校経営評価実施計画（各学期末 年間３回実施） 

◎ 校務改善に係る建設的な意見や柔軟な発想を吸い上げ、「次学期」で実行 

◎ 

新
た
な
ア
イ
デ
ィ
ア
、
提
案
の
採
用
（
内
発
化
） 

◎ 
日
常
業
務
そ
の
も
の
を
再
認
識
（
習
慣
化
） 



 Ⅳ 成果と今後の課題 

【成 果】 
 

 ○ 校務改善を推進する中で、各教職員の意識の向上が生まれるとともに、各自がそれぞれに 

       当面する業務をリフレーミングすることで、当該業務の質的向上に繋がった。 

 

 ○ 焦点化していた課題に改善の余地を見出して実行することで、付随する関連業務の精査や合 

       理化にも繋がるなど、改善の効果が広く波及する効果を生んでいる。（教育活動に対する保 

   護者の理解啓発にも効果が大きい。） 

 

 ○ 必達の目標が明確になることで、スリムなPDCAサイクルの業務導入ができる。 

 

 ○ 改善を実行する過程では、学年や分掌を横断したり、職場内での周知・協力が不可欠であっ 

   たりすることから、豊かなコミュニケーションを生み出し、チームとしての結束が強まる。 

 
 







【課 題】 
 

 ○ 雛形（フレームワーク等）の準備等に要する「初期投資の時間」は応分に必要であり、管理 

   職の強いリーダーシップを要する。 
 

 ○ 業務改善の着手に当たっては、一時の「不安」や「多忙感」を超える「期待感」を生み出す 

       具体的事例の提示や実行可能なノウハウの提供が不可欠となる。 
 

   ○ 改善の提案やその過程にあっては、ツールとしての言語が非常に大きな役割を果たすことか 

   ら、その領域に適した豊かな「語彙」が高く求められる。（改善を要している学校現場は、 

   既に多忙であり、膠着している傾向にあると「語彙」もいきおい膠着している。） 
 

   ○ 学校の継続的な業務改善には、組織的な取組みが不可欠であることから、職層に応じた働き 

   かけやコーチングが習慣的に履行されていることが求められる。 
 

 ○ 「問題の解決・解消」を生業とする教職員にとって、「業務改善」は「手段」であり、「目 

   的」でないことを常に意識して錯覚しないこと。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

              ご清聴、ありがとうございました。 

 


